
7.9

15.6
2 6.5 6.0

3.7

22.2

47.8

30

13.7

号

10.1

福泉寺

０

13.0

６
１

国
道

4.0

20.6

20.4

14.2

氷
見
ト
ン
ネ
ル

50.8

16.3

氷見トンネル

39.4

37.6

40

21.2

30

15.3

10.3

10

20

9.1

30

20

43.6

47.8

40

31.6

43.8

46.2

47.7

44.2

4
0

36.8

清水

氷見市

9.2

49.3

35.2

3.5

7.9

3.5

7.5

松下社

公民館
七軒町

32.3

30

30

4
0

38.2

42.8

27.2

6.1
14.8

3.4
県道鞍川中町線

6.3

3.1

20.7

5.6

15.8

16.4

4.1

2 0

37.8

35.9 1
0

39.9

37.9

稲荷堂

30

20

上日寺

朝日山公園

3.9

17.5

3.1

4.2

神明社

23.0
光照寺

蓮乗寺

24.8

30

17.8

8.8

12.5

3.7

7.3

20

千手寺

10

4.1

2.8

4.8

①対策済み斜面

③氷見市内で発生したがけ崩れの例（園地区）

七軒町地区

砂防関係施設の効果事例 七軒町地区（氷見市）

災害発生日：令和６年１月１日
発生要因 ：能登半島地震（震度5強）※氷見市加納観測点（県）

ひみし さいわいちょう

発生箇所 ：富山県氷見市幸町
状 況 ：１月１日の能登半島地震により、氷見市内では

５件のがけ崩れが発生した。一方、待受擁壁工、
大規模な切土（約20万m3）と植生工により整備
した七軒町地区の斜面では、崩壊は発生せず、
高台である朝日山公園見晴らしの丘（急傾斜地
崩壊対策事業と一体整備された市の防災公園）
への避難路も確保された。
（津波警報の発表時には、公園に隣接する氷見
高校（指定避難所）へ約700名が避難）
このことから、隣接する人家や避難路の被害を
未然に防止し施設効果を発揮した。

①
詳細図

斜面崩落

整備済

待受擁壁工＋切土＋植生工

斜面崩落 氷見高校
（指定避難所）

朝日山公園
見晴らしの丘

氷見高校
（指定避難所）

②朝日山公園見晴らしの丘

避難路

H21.8月撮影

②

斜面崩落

崩壊土砂
（崩土、倒木）

朝日山公園
見晴らしの丘


